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商品情報検索の無駄時間から開放します

建材サーチ
ご提案資料



「建材サーチ」とは？

商品情報を１つに集約することで、営業パーソンの問い合わせ対応時間を削減します
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1⽇2時間分
を⽣み出す
ITツール

Before

商品の情報が点在している

After

商品の情報を１つに集約

欲しい情報がどこにあるのか分かりにくい

社内に点在された情報を商品ごとに集約

・商品基本情報 ・規格表
・価格 ・⼨法図
・組⽴施⼯説明書 etc...

ECサイトのように商品情報を
検索できるように！



よくある課題

数⼗⼈のヒアリングから⾒えてきた、現場の営業パーソンが直⾯している課題
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顧客問い合わせへの
返答で半⽇かかる

外出時に商品情報を
検索するのが難しい

営業マンが、30件/⽇程の問い合
わせを受けており、更に営業マ
ンも答えられず、企画開発部⾨、
⽣産窓⼝に連絡、多くの⼈⼿と
時間を費やしている。

商品仕様、納まり図⾯、施⼯説
明書などの情報を得るための時
間がかかりすぎ。１件あたり15
分から2時間費やす。（ヒアリン
グより）

問い合わせ対応時間（受けなく
ても良い問い合わせ）が多く、
顧客への新商品紹介やソリュー
ション提案時間が取れない。売
り上げが思ったより伸びない。

提案営業の時間が
⼗分に確保できない



導⼊メリット１ 問い合わせ対応時間を50％削減
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o サイズバリエーション
o 取扱説明書
o 図⾯、部品情報
o etc.

o 新商品を使いたい
o 新たな⼯法に採⽤したい
o 商品研修会をしてほしい
o etc.

o 納期の前倒し
o ⾒積もりの催促
o 商品のサイズ変更可否
o etc.

業務関連の問い合わせ

ビジネスの問い合わせ

その他の問い合わせ

営業パーソンの問い合わせ対応
(1⽇平均)

30件 10件

問い合わせ対応 提案活動 その他

50％ 45％ 5％

Before

4時間 3.5時間 0.5時間

問い合わせ対応 提案活動 その他

25％ 70％ 5％

After

2時間 5.5時間 0.5時間

2時間削減

理想の姿



削減した時間を「提案営業」にシフト

問い合わせには、ビジネスにつながる良い問い合わせと、受けなくて良い問い合わせがある。
受けなくて良いカタログ掲載の商品問い合わせを徹底的に削減していく
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商品問い合わせにかかる時間から
コスト算出 「PIサーチ」サービス導⼊後の効果

問い合わせ対応時間
⼈件費 16万円/⽉×200⼈

＝3,200万円/⽉

１⽇４時間問い合わせ対応
（ヒアリングから）
時給2,000円で算出

2,000円×4時間＝8,000円/⽇
8,000円×20⽇＝16万円/⽉

16万円×200⼈＝3,200万円/⽉

営業マンの
商品問い合わせ対応時間⼈件費

1,600万円/⽉

1,600万円
(/⽉)削減

この時間を提案営業にシフト

50%削減

※ 200⼈の営業パーソンが居る場合のシミュレーションです



顧客⇒メーカー
メーカー⇒顧客

解決

導⼊メリット２ 素早い対応が売上向上に繋がる

スムーズな問い合わせ対応によって、新たな時間を創出できます

ArchiVi l lage 5

商品情報
調べられず

検索したが
分からず

製造・開発に
確認

営業→顧客
回答

Before

After

時間 4分の1に削減 新規案件獲得につながる活動

顧客の待ち時間(作業がストップしている時間)

顧客

営業

製造・開発

問い合わせ対応
新規営業ソリューション

提案営業



サービス紹介
紹介動画

https://vimeo.com/642250
939/8e5781322f

https://vimeo.com/642250939/8e5781322f


サービス紹介（１） - 検索ページ
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ECサイトのように、⾃社の商品情報を検索出来るようになります

キーワード検索
型番や製品名で直接検索

商品⼀覧表⽰
商品画像を表⽰して探しやすく

絞り込み検索
カテゴリごとに絞り込み軸が設定

※ サービスイメージ画像



サービス紹介（２） - カテゴリごとの検索軸
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商品カテゴリごとに、より「絞り込みがしやすい検索軸」を設計することで、
⽬的の商品にたどり着くまでの時間が⼤幅短縮

絞り込み検索

⾨扉の例



サービス紹介（３） - 商品個別ページ
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商品個別ページは統⼀フォーマットを整理し、⽬的の情報にたどりやすい設計

各種説明書のリンク
すぐにアクセスできるように

各種図⾯
統⼀フォーマットで情報掲載


